
「あつぎ農委だより」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
任
期
満
了
に
よ
り
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
で
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
委
員
一
同
、
本
市
の

農
業
振
興
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
・
担
い
手
不
足
に
加
え
、
米
の
生
産
・
供

給
体
制
の
問
題
や
暑
さ
に
伴
う
熱
中
症
へ
の
対
策
な
ど
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
「
食
」
を
支
え
る
産
業
で
あ
り
、
安
心
・

安
全
で
新
鮮
な
食
料
を
供
給
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
の
基
盤
で
あ
る
農
地
は
、
農
地
法
に
お
い
て
も
「
地

域
の
貴
重
な
資
源
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市

の
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
農
業
者
の
声
や
地
域

課
題
を
丁
寧
に
く
み
取
り
、
後
継
者
の
育
成
や
農
地
利
用

最
適
化
な
ど
、
施
策
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
農
業
に
と
っ
て
明
る
い
歩

み
と
な
り
ま
す
こ
と
、
ま
た
、
皆
さ
ま
の
１
年
が
健
や
か

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

厚木市農業委員会
会 長  山川　宏司

農業委員・農地利用最適化推進委員　新体制でスタート
（関連記事２・３ページ「委員紹介」）

共に育む、地域農業の未来へ共に育む、地域農業の未来へ



髙
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井
い
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ゆき

	

あ つ ぎ 農 委 だ よ り2026（令和８）年１月１日 第97号 ②③

春
はる

山
やま

　清
きよ

泰
やす

	

はじめまして、私たちが新しい はじめまして、私たちが新しい 農業委員農業委員・・農地利用最適化推進委員農地利用最適化推進委員です！です！
農地や農業に関する相談など、お気軽にお声掛けください。

山
やま

口
ぐち

　治
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久
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	加
か

藤
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	髙
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橋
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　浩
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幸
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山
やま

本
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　金
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五
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	 加
か

藤
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　克
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美
み

	 南毛利馬
ば

場
ば

　保
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雄
お

	

三
み

平
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　定
さだ

邦
くに

	石
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井
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治
じ

	 小
お

野
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巳
み

	

小
こ

林
ばやし

　倫
とも

久
ひさ

	三
みつ

橋
はし

　能
よし

弘
ひろ

梅
うめ

澤
ざわ

　公
きみ

義
よし

	髙
たか

瀬
せ

　正
まさ

美
み

庄
しょう

司
じ

　隆
たか

行
ゆき

	 ※土地改良区選出大
おお

貫
ぬき

　昭
しょう

司
じ

神
かん

﨑
ざき

　𠮷
よし

男
お

	 ※JAあつぎ生産組合長会選出大
おお

塚
つか

　孝
たか

雄
お

	 ※JAあつぎ選出

伊
い

藤
とう

　洋
ひろ

文
ふみ

市
いち

川
かわ

　秀
ひで

夫
お
（農政担当理事） 髙

たか

澤
ざわ

　友
ゆ

紀
き

子
こ
（農政副担当理事）小

こ

池
いけ

　よし子
こ
（農地副担当理事）

常
とき

盤
わ

　悟
さとし
（農地担当理事）

農業委員（役職順ほか音順）
農地利用最適化推進委員（地区順）

山
やま

川
かわ

　宏
ひろ

司
し
（会長） 山

やま

口
ぐち

　泉
いずみ
（会長職務代理者）氏

し

　名
めい

	 担当地区（農地利用最適化推進委員のみ）

 �岡田５丁目

 �水稲、露地野菜を栽培

 �七沢

 �レタスなどを栽培

 �酒井

 �露地野菜を栽培

 �小野
 �水稲、露地野菜、カキ
などを栽培

 �温水
 �パクチー、チンゲンサイを
栽培

 �宮の里３丁目
 �ホウレンソウ、白菜、

　 タマネギなどを栽培

 �長谷
 �水稲、タマネギ、カキ
などを栽培

 �飯山

 �露地野菜を栽培

 �上荻野
 �水稲、ダイコン、カキ、
梅などを栽培

 �妻田西１丁目

 �露地野菜を栽培

 �中荻野

 �酪農

 �三田

 �水稲、露地野菜を栽培

 �金田

 �水稲、スイカ、サトイモを
栽培

 �小野
 �露地野菜、ブドウ、ナシ
などを栽培

 �山際

 �露地野菜を栽培

 �上荻野
 �キャベツ、ブロッコリー 
などを栽培

 �愛甲４丁目

 �水稲、ナシ、カキを栽培

 �戸田

 �水稲、露地野菜を栽培

 �温水西２丁目
 �ダイコン、ブロッコリー、
ネギなどを栽培

 ��愛甲東１丁目
 �ＪＡあつぎで事業全般統括
と管理業務を担う

 �温水

 �露地野菜を栽培

 �下川入

 �水稲、露地野菜を栽培

 �上荻野
 �タマネギ、ジャガイモを 
栽培　

 �妻田西３丁目
 ��青パパイヤ、ニンニク、

　 スイカを栽培

 �山際

 �水稲、露地野菜を栽培

 �飯山

 �酪農

 �温水
 �農業委員会の運営に関して
中立的立場で助言

 �住所（大字）

 ��農業との関わり

農地の有効利用と遊休農地の
削減に努めます。

収穫の喜びや経験で得た知識を
生かし、活動します。

遊休農地、荒廃農地の解消に
努めます。

農地利用の最適化を図るため、
農地などで人との関わりに努めます。

農地を愛する活動に努めます。地域の方々と相談・連携を図り、
取り組んでまいります。

土地所有者や耕作者と積極的に
関わり、遊休農地の抑制に努めます。

遊休農地を減らすことが
できるよう、活動に努めます。

中山間地等にあり、耕作が困難な遊休
農地の解消に向けた活動に努めます。

農地を継続利用できる環境を整備
し、遊休農地の発生抑止に努めます。

新規就農者の参入を促進すること
により、遊休農地の解消に努めます。

農業の多面的機能の発揮と持続
可能な農業の発展に努めます。

農地利用の最適化を推進し、
遊休農地の減少に努めます。

遊休農地の解消と農地の有効活
用に努めます。

遊休農地の発生防止と後継者の
育成に努めます。

農地の保全と利用の適正化を図り、
農地の有効な活用推進に努めます。

農地の保全、遊休農地の削減に
努めます。

農地を有効に活用し、自給率の
向上に努めます。

遊休農地の解消と都市農業の
発展に努めます。

農業の多面的機能の発揮と持続
可能な農業の発展に努めます。

農地等の利用最適化の推進に
努めます。

農地の保全と遊休農地の解消に
努めます。

食の自給率向上につながるよう、
農地の有効活用の推進に努めます。

遊休農地の解消に寄与し、食と
農業の魅力発信に努めます。

農地利用の最適化推進、農業に
よる地域の活性化に努めます。

都市農業の利を生かし、魅力あ
ふれる農業の振興に努めます。

本市の農業の発展と魅力の発信
に努めます。意気込み

旅　行

詩人の研究

旅　行

ツーリング

釣　り

農　業

ドライブ、観光

顔写真

≪任期≫
令和７年10月17日〜令和10年10月16日

依　知

荻　野睦　合

小　鮎

玉　川

南毛利

相川・厚木

依　知

荻　野睦　合

小　鮎

玉　川

南毛利

相川・厚木

釣　り

ゴルフ、
ツーリング

花壇花づくり

旅　行

旅　行

布小物づくり

釣　り

ハイキング、俳句

ゴルフ

テニス

読書、自作ＰＣ

テーマパークに
行くこと

書　道

趣　味

趣味の写真

農地の除草

歴史探訪

釣り、ゴルフ

囲碁、尺八

菊の栽培

ボディ
パーカッション

お城巡り、写経



　ＪＡあつぎ管内で農業に関心のある方を対象に研修を開講します。
≪開講内容≫
　講座とほ場（温水地区）での栽培実習を通し、農業・農作物に
関する基礎知識を学びます。また、基礎コースを修了し、ＪＡあ
つぎが認めた方は、農家研修で実践的な技術・知識を学び新規就
農を目指すことができます。

≪申込方法≫
　ＪＡあつぎ本所２階指導販売部窓口にて「受講申込書」に必要
事項を記入し提出。
　※�本所のみ（ 8時30分から16時30分

まで）の受付となります。
　※�申込書は当日記入、またはＪＡあ

つぎホームページからダウンロー
ドし事前記入、持参も可。

　※�申し込みが多数の場合は、受講申込書の志望動機などにより
選考し、受講が認められた方のみ通知します。

≪申込受付期間≫
　令和８年２月２日（月）から同月６日（金）まで
≪受講資格≫
　①　ＪＡあつぎ管内（厚木市・清川村）在住の方
　②　�①に該当しない方で、認定新規就農者資格を取得し、ＪＡ

あつぎ管内で就農しようとする方

問  ＪＡあつぎ指導販売部　地域農業対策課　☎046-221-2273

編集・発行╱厚木市農業委員会 〒243-8511 神奈川県厚木市中町3-17-17 ☎ 046-225-2480 FAX  046-223-9530 

　

昨
年
９
月
11
日
、
農
業
生
産
力
の
増
大
、
農
地
の
保

全
の
た
め
、農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
、

施
策
・
予
算
要
望
書
（
24
項
目
）
を
山
口
貴
裕
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度　

主
な
意
見
・
要
望

◎�

若
者
や
女
性
を
含
む
幅
広
い
意
見
を
反
映
し
た
地
域

計
画
の
具
現
化
と
実
効
性
を
確
保

◎�

新
規
就
農
者
の
経
営
開
始
資
金
に
つ
い
て
、
給
付
期

間
の
延
長
な
ど
、
支
援
の
拡
充
を
国
に
働
き
か
け
る

こ
と

◎�

農
地
流
動
化
奨
励
金
の
増
額
お
よ
び
中
途
解
約
時
に

お
け
る
返
還
免
除
制
度
の
検
討

◎�

水
田
大
区
画
化
推
進
に
向
け
た
市
独
自
の
畦け
い

畔は
ん

除
去

補
助
制
度
創
設
の
検
討

◎�

特
定
外
来
生
物
の
共
同
防
除
体
制
の
確
立
と
地
域
ご

と
の
防
除
強
化
の
検
討

◎�

暑
い
時
期
の
農
作
業
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
へ
の
施

策
お
よ
び
補
助
の
検
討

◎�

開
発
後
の
周
辺
農
地
へ
の
影
響
を
是
正
す
る
た
め
、

指
導
体
制
強
化
の
検
討

◎�

米
の
安
定
供
給
お
よ
び
地
域
農
業
保
全
の
た
め
、
農

家
の
地
位
・
所
得
向
上
を
目
指
し
た
有
効
的
か
つ
実

効
性
の
あ
る
支
援
の
強
化
の
検
討

　農業委員会では、農地の利用状況を把握し、遊休農地などの発生防止・
解消を目的として、年４回、「農地パトロール」を実施しています。
　パトロールでは、前年度に把握した遊休農地が解消されているかなどを
確認しながら、各地区の農地利用最適化推進委員が中心となって巡回を
行っています。
　パトロールで遊休農地と判断された農
地の所有者には、年１回、調査票を送付
し、今後の利用意向を確認します。
　農地の所有者・耕作者の方は適正な管
理をお願いします。

　農薬や除草剤は使用方法などを誤ると、散布者だけでなく、周辺環境
にも影響を及ぼす可能性があります。
　作業をする際には、風向き・時間帯・ノズルの向きなどに十分注意し、
薬剤の飛散や流出を防止する対策を徹
底し、周辺への配慮をお願いします。

近
年
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や

都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
農
家
数

と
耕
作
を
行
う
農
地
面
積
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
後
継
者
不
足
や
農
地

の
荒
廃
、
農
業
用
機
械
な
ど
の
高

騰
、
異
常
気
象
な
ど
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
日
々
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
、
地
域
の
農

地
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
と
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

続
け
て
い
る
多
く
の
農
業
者
の
姿

が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
若
い

世
代
の
新
た
な
就
農
、
都
市
住
民

に
よ
る
農
業
体
験
や
交
流
活
動
の

機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
農
業
を

通
じ
た
新
し
い
つ
な
が
り
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

農
地
は
食
料
を
生
み
出
す
だ
け

編
集
手
記

で
な
く
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域

を
結
び
、
街
の
景
観
や
文
化
を
支

え
る
大
切
な
基
盤
で
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た

地
域
の
力
を
支
え
な
が
ら
、
農
地

の
有
効
活
用
と
保
全
の
両
立
を
進

め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
都

市
農
業
の
振
興
を
目
指
し
、
担
い

手
の
支
援
や
後
継
者
育
成
に
地
域

の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
厚
木
の
豊
か
な
農
業
が
未
来

へ
と
息
づ
き
、
次
代
を
担
う
人
々

に
希
望
と
誇
り
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
着
実
に
歩
み
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
（
農
業
委
員
Ｔ
）

詳しくは…

農地パトロールのお知らせ

安全で安心な農業のために
～農薬や除草剤散布は周辺の環境に配慮を～

農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た

意
見
・
要
望
書
を
市
長
に
提
出

山口市長へ意見・要望書を提出

山口市長との意見交換

適正に管理された農地

被害を受けたと思われる作物

コース名 基礎コース
開講回数（予定） 講座：４回、実習：12回　全16回
開講期間 令和８年３月上旬から８月下旬まで
募集人数 15名程度
受 講 料 組合員：22,000円、非組合員：24,200円

農業塾開講のご案内

農林水産省ホームページ
二次元コード 

農林水産省リーフレット 

お手続きは、JAあつぎ本所、各支所または農業委員会事務局へ

https://www.nounen.go.jp
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